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ひがしあがつま
住民が誇りを持って暮らすまち

広
報

ＣＯＮＴＥＮＴＳ
★ 持続可能な公共交通ネットワークの再構築
★ 東吾妻町の補助金
◆ 東吾妻町の歴史・文化探訪 
◆ お知らせコーナー 
◆ みんなの広場 

３月 23 日

はらまちこども園卒園式



～
持
続
可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
～

坂
上
地
区
で
新
た
な
形
態
に
よ
る
バ
ス
運
行
準
備
を
進
め
ま
す

　

坂
上
地
区
内
を
走
る
路
線
バ
ス
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
連
携
を
図
り
、
効
率
か
つ
利
便
向
上
を
目
指
す
新
た

な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て
、
昨
年
10
月
以
降
、
こ
の
案
を
町
民
の
皆
さ
ん
へ
公
表
す
る
と
と
も
に
、

町
立
学
校
通
学
問
題
審
議
会
（
齋
藤
貴
史
委
員
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
や
教
育
委
員
、
学
校
長
な
ど
委
員
39
名
）

に
対
し
て
町
長
は
諮
問
し
、
小
中
学
生
の
通
学
に
関
わ
る
内
容
と
し
て
慎
重
に
審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
立
学
校
通
学
問
題
審
議
会

か
ら
の
答
申

　

延
べ
３
回
の
会
議
の
結
果
、
次
の
と
お
り

町
長
へ
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

【
答
申
概
要
】

　

連
携
方
策
案
と
し
て
示
さ
れ
た
「
併
用
型

＋
α
」
を
最
適
と
し
た
判
断
に
つ
い
て
は
、

坂
上
地
区
住
民
の
た
め
の
公
共
交
通
の
維
持

お
よ
び
効
率
化
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
同

地
区
の
児
童
お
よ
び
生
徒
の
通
学
へ
の
配
慮

と
し
て
、
現
行
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
方
法

を
踏
襲
し
た
方
向
性
が
示
さ
れ
た
も
の
と
当

審
議
会
も
認
め
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
中
間
報
告
に
示
さ
れ
た
試
験

運
行
の
実
施
、
ま
た
、
将
来
的
な
本
格
運
行

へ
の
移
行
に
あ
た
っ
て
は
、
附
帯
意
見
を
付

し
ま
す
の
で
、
十
分
な
配
慮
の
う
え
実
施
さ

れ
た
い
。（
附
帯
意
見
は
省
略
）

　

ま
た
、
少
子
化
・
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減

少
社
会
に
お
い
て
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
は
、
町
の
最
重
要

課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
坂
上
地
区
区
長
会

長
会
の
協
力
を
得
て
区
長
さ
ん
対
象
の
説
明

会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
町
内
か
ら
多
く

の
方
が
通
学
す
る
吾
妻
中
央
高
校
の
生
徒
さ

ん
と
意
見
交
換
を
行
う
な
ど
、
町
で
は
こ
の

案
の
周
知
等
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
声
を
聞
き
取
り
、
実
施
の
決
定
判
断
を

見
極
め
て
き
ま
し
た
。

　▲坂上地区 PTA 意見交換会
（12 月 17 日）

  ▲学校通学問題審議会の答申
　（３月 18 日）

連携方策案の
パブリックコメントの結果

方　法 件　数
用紙による提出 ０件
匿名のメール・

電話によるもの ２件

※令和元年 12 月５日～
令和２年１月６日に実施

　▲吾妻中央高校生との意見交換
（２月 17 日）
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☆
坂
上
地
区
を
モ
デ
ル
と
し
た

　

  

路
線
バ
ス
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が

連
携
し
た
「
併
用
型
＋
α
」
運
行
形
態

・
朝
夕
は
児
童
生
徒
の
通
学
利
用
を
重
視

　

し
た
定
期
運
行
で
、
日
中
は
交
通
手
段
の

　

な
い
高
齢
者
等
の
利
便
性
を
重
視
し
た
区

　

域
運
行
（
デ
マ
ン
ド
型
）
併
用
の
バ
ス
運

　

行
形
態
を
導
入
し
ま
す
。

・
中
学
生
の
部
活
動
等
へ
の
対
応
か
ら
土
曜

　

日
も
運
行
し
て
い
き
ま
す
。

・
現
在
５
台
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
２
台
へ
見

　

直
す
予
定
で
す
が
、
３
台
分
は
路
線
バ
ス

　

と
併
用
さ
せ
る
こ
と
で
効
率
性
を
上
げ
て

　

い
き
ま
す
。

・
高
齢
者
や
高
校
生
の
方
々
が
手
軽
に
利
用

　

で
き
る
よ
う
、
運
賃
負
担
軽
減
策
と
し
て

　

フ
リ
ー
パ
ス
券
（
乗
り
放
題
で
月
額
５
千

　

円
程
度
）
を
導
入
し
て
い
き
ま
す
。

　

※
小
中
学
生
は
全
額
公
費
で
無
料

・
こ
れ
ら
を
導
入
し
て
も
、
坂
上
地
区
で
の

　

年
間
バ
ス
運
行
費
用
に
係
る
町
費
負
担
が
、

　

現
在
よ
り
低
減
す
る
こ
と
が
見
込
め
ま
す
。

・
旧
坂
上
小
学
校
の
校
庭
を
利
活
用
し
、
原

　

町
方
面
へ
出
か
け
る
場
合
の
乗
継
拠
点
の

　

バ
ス
停
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
駐
車
場

　

や
待
合
い
等
施
設
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

・
児
童
生
徒
が
安
全
安
心
に
通
学
利
用
で
き

　

る
こ
と
を
最
優
先
し
、
運
行
細
部
の
検
討

　

調
整
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
案
件
】

　

東
吾
妻
町
第
２
期

　

ま
ち･

ひ
と･

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略（
案
）

■
実
施
期
間　

５
年
間
（
令
和
２
～
６
年
度
）

■
概
要

　

町
版
の
１
期
目
の
計
画
検
証
と
各
施
策
の

優
先
順
位
の
見
極
め
や
必
要
な
見
直
し
を
行

う
と
と
も
に
、「
少
子
化
・
高
齢
化
や
人
口

減
少
が
進
行
す
る
中
、
住
民
が
誇
り
を
持
っ

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
」
を
目
指
す
計
画
書
で
、
地
方
創
生
の
動

き
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
策

定
す
る
も
の
で
す
。

【
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
】

■
意
見
公
募
の
期
間

　

令
和
２
年
４
月
10
日
㈮
～
24
日
㈮

■
資
料
の
閲
覧

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
役
場
企
画
課
、

各
支
所
、
出
張
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■
意
見
の
提
出
方
法

　

所
定
の
意
見
提
出
用
紙
に
よ
り
意
見
、
必

要
事
項
等
を
明
記
の
う
え
、
郵
便
、
フ
ァ
ク

～
２
期
目
の
地
方
創
生
総
合
戦
略
の
案
～

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

　

町
で
は
、
ま
ち･

ひ
と･

し
ご
と
創
生
法
に
基
づ
く
２
期
目
の
町
版
総
合
戦
略
を
検
討
し

て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
案
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
を
募
集

す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
手
続
き
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
案
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
昨
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
ひ
が
し
あ
が
つ
ま
創
生

会
議
（
公
募
住
民
な
ど
委
員
24
人
）
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
等
を
伺
い
、
町
の
重
要
な
計
画

の
新
た
な
策
定
に
つ
い
て
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
進
め
て
き
ま
し
た
。

新
た
な

バ
ス
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
持
参
に

よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
や
口
頭
で

の
ご
意
見
は
、
お
受
け
し
ま
せ
ん
。

　

意
見
提
出
用
紙
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
意
見
等
へ
の
処
理

　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
等
を
集
約
し
、
計
画
策

定
の
参
考
と
す
る
ほ
か
、
住
所
・
氏
名
を
除

い
て
対
応
状
況
は
後
日
、
公
表
し
ま
す
。
な

お
、
個
別
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課 

企
画
調
整
係（
内
線
２
２
３
３
）

　

学
校
教
育
課 

学
校
教
育
係（
内
線
２
３
０
３
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課 

定
住
促
進
係（
内
線
２
２
３
３
）

　▲坂上地区区長会長会の説明会
（１月 29 日）

☆
運
行
開
始
時
期

・
小
中
学
校
の
夏
休
み
明
け

　

か
ら
を
予
定

　
（
令
和
２
年
度
中
は
試
験
的
な
運
行
実
施
）

　

最
終
的
な
運
行
計
画
は
、
今
後
、
広
報
や

チ
ラ
シ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
決
定
に
あ
た
っ
て
は
町
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
で
の
法
定
協
議
が
必
要
で

あ
り
、
道
路
運
送
法
等
の
関
係
法
令
に
遵
守

し
た
運
行
細
部
の
検
討
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の

皆
さ
ん
か
ら
要
望
さ
れ
た
内
容
の
調
整
を
関

係
者
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
半
年
程
度
の
試
験
運
行
し
た
後
、

見
直
し
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　▲創生会議の会議風景
　　　　（キックオフ会議）
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　生活を支える補助金は、皆さんからいただいた税金で予算を組み、運営しています。今回は、
東吾妻町が取り組んでいる補助金の一部をご紹介します。気になる補助金がある方は、事前
に担当課へお問い合わせください。※時期によって募集していない事業もあります。

皆さんの暮らしをサポート

東吾妻町の補助金

『
住
宅
取
得
奨
励
補
助
金
』

　

若
者
が
新
た
に
町
内
に
住
宅
を
取
得
す
る

場
合
、
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

■
対
象
　
40
歳
未
満
の
方

▼
補
助
金
額
　
上
限
１
５
０
万
円

問　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

『
浄
化
槽
排
水
設
備

設
置
工
事
費
補
助
金
』

　

単
独
浄
化
槽
や
汲
み
取
り
便
槽
か
ら
町
設

置
型
浄
化
槽
へ
切
り
替
え
を
す
る
方
に
排
水

設
備
工
事
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
金
額

　
工
事
費
の
２
分
の
１　
（
15
万
円
を
上
限
）

問　

上
下
水
道
課

『
木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
事
業
』

　

旧
耐
震
基
準
で
建
て

ら
れ
た
木
造
住
宅
に
耐

震
診
断
を
行
い
、
そ
の
結

果
が
規
定
値
以
下
の
場

合
、
耐
震
改
修
費
用
を
補

助
し
ま
す
。

■
対
象
　〈
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方
〉

○
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た

　

平
屋
建
て
ま
た
は
２
階
建
て
の
木
造
住
宅

○
在
来
軸
組
工
法
に
よ
っ
て
建
築
さ
れ
た
住
宅

○
耐
震
診
断
の
結
果
、
最
小
の
上
部
構
造
評

　

点
が
１
・
０
未
満
の
木
造
住
宅

住
宅
関
係

▼
補
助
金
額

　

耐
震
改
修
工
事
費
に
よ
り
補
助
金
額
が
異

な
り
ま
す
。

●
１
０
０
万
円
未
満
：
工
事
費
の
５
分
の
１

●
１
０
０
万
円
～
２
０
０
万
円
未
満
：
30
万
円

●
２
０
０
万
円
以
上
：
50
万
円

問　

建
設
課

『
木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣
事
業
』

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
を
派
遣
し
、
無
料

で
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

■
対
象　

前
述
の
黄
色
枠
参
照
。

問　

建
設
課

『
空
家
除
却
費
補
助
事
業
』

　

空
き
家
の
除
却
工
事
を
町
内
業
者
で
行
う

方
に
工
事
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

■
対
象
　
申
請
日
に
お
い
て
５
年
以
上
経
過

し
た
空
き
家

▼
補
助
金
額　

補
助
対
象
工
事
費
の
３
分
の
１

　
（
上
限
50
万
円
）

問　

建
設
課

New

『
空
き
店
舗
利
活
用
支
援
事
業
』

　

都
市
計
画
用
途
地
域
お
よ
び
、
そ
の
隣
接

地
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
事
業
を
行
う
方

へ
、
修
繕
・
改
修
費
や
家
賃
を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
金
額
　

①
空
き
店
舗
賃
借
料
補
助
支
援

　

５
万
円
／
月　
（
事
業
開
始
か
ら
３
年
間
）

ビ
ジ
ネ
ス
関
係

②
空
き
店
舗
修
繕
支
援

　

上
限
20
万
円
（
初
回
１
回
限
り
）

問　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

『
若
者
起
業
支
援
補
助
金
』

　

若
者
が
町
内
で
起
業
す
る
経
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

■
対
象
　〈
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方
〉

○
40
歳
未
満
の
者
ま
た
は
満
年
齢
40
歳
未
満

　

の
者
が
新
た
に
法
人
を
設
立
し
、
事
業
を

　

開
始
す
る
も
の

○
交
付
対
象
者
が
暴
力
団
員
に
該
当
し
な
い

　

者
。
ま
た
法
人
に
お
い
て
は
構
成
す
る
全

　

て
の
者
が
該
当
し
な
い
こ
と

○
起
業
に
必
要
な
許
可
・
資
格
を
有
し
て
い

　

る
者
ま
た
は
有
す
る
予
定
の
者

○
町
商
工
会
の
会
員
ま
た
は
起
業
に
伴
い
会

　

員
に
な
る
者

○
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
後
、
５
年
以
上

　

継
続
し
て
町
内
に
居
住
し
事
業
を
行
う
者

■
補
助
対
象
経
費

　

設
備
費
・
備
品
費
・
土
地
ま
た
は
建
物
賃

借
費
、
法
人
登
記
に
要
す
る
経
費
、
知
的
財

産
登
録
に
要
す
る

経
費
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
要
す

る
経
費
、
技
術
指

導
受
け
入
れ
に
要

す
る
経
費

▼
補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

　
（
上
限
１
０
０
万
円
）

問　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
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『
町
単
小
規
模
土
地
改
良
事
業
補
助
金
』

　

農
地
の
所
有
者
が
農
用
地
の
改
良
等
を
行

う
場
合
、
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
　

　

区
画
整
理
・
傾
斜
補
正
・
暗
渠
排
水
・
農

用
地
の
造
成
・
農
用
地
も
し
く
は
土
地
改
良

施
設
の
災
害
復
旧
・
そ
の
他
農
用
地
の
改
良

ま
た
は
保
全
の
た
め
必
要
な
事
業

▼
補
助
金
額
　

　

事
業
費
が
５
万
円
以
上
で
、
土
地
改
良
設

計
基
準
等
に
基
づ
き
そ
の
50
％
を
補
助
し
ま

す
。（
上
限
25
万
円
）

問　

農
林
課

『
農
業
機
械
導
入
事
業
補
助
金
』

　

農
業
者
の
方
を
対
象
に
、
農
業
機
械
の
購

入
費
を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
金
額
　

　

農
業
機
械
に
要
す
る
経
費
の
５
分
の
１

　
（
上
限
20
万
円
ま
た
は
30
万
円
）

問　

農
林
課

『
狩
猟
免
許
取
得
支
援
事
業
補
助
金
』

　

有
害
鳥
獣
の
捕
獲

に
従
事
し
よ
う
と
す

る
者
が
、
新
た
に
狩

猟
免
許
等
を
取
得
す

る
場
合
、
費
用
を
補

助
し
ま
す
。

農
業
関
係

▼
補
助
金
額

　
【
狩
猟
免
許
試
験
】　

３
千
～
５
千
円
程
度

　
【
猟
銃
所
持
許
可
取
得
】　

６
万
５
千
円
程
度

問　

農
林
課

『
野
生
動
物
に
よ
る

農
作
物
被
害
対
策
事
業
補
助
金
』

　

野
生
動
物
（
イ
ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
・

カ
モ
シ
カ
な
ど
）
に
よ
る
農
作
物
被
害
（
食

害
な
ど
）
の
防
止
の
た
め
に
設
置
す
る
防
除

資
材
費
を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
金
額　

資
材
購
入
費
の
２
分
の
１

　
（
上
限
10
万
円
）問　

農
林
課

環
境
関
係

『
生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
』

　

生
ご
み
処
理
機
等
の
購
入
費
を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
金
額

　

購
入
費
の
２
分
の
１
（
上
限
２
万
円
）

問　

町
民
課

『
地
域
振
興
（
美
化
事
業
）』

　

地
域
住
民
ま
た
は
そ
の
地
域
に
所
在
す
る

企
業
が
、
地
域
環
境
を
美
化
し
よ
う
と
す
る

活
動
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
補
助
条
件

○
年
度
内
に
２
回
以
上
活
動
す
る

○
構
成
員
が
６
人
以
上
で
あ
る

▼
補
助
金
額　

２
万
円
／
１
団
体

問　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

『
犬
及
び
猫
避
妊
手
術
等
補
助
金
』

　

犬
お
よ
び
猫
の
望
ま
な
い
繁
殖
を
抑
制
す

る
た
め
避
妊
等
の
手
術
費
を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
金
額　
【
犬
１
頭
】　

５
千
円

　
　
　
　
　
　
【
猫
１
頭
】　

３
千
円

問
　
保
健
福
祉
課

高
齢
者
関
係

『
敬
老
祝
金
』

　

次
の
年
齢
で
祝
い
金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
支
給
額

　
【
80
歳
】　

５
千
円　
【
85
歳
】　

８
千
円

　
【
90
歳
】　

１
万
円　
【
95
歳
】　

２
万
円

　
【
１
０
０
歳
】　

20
万
円問

　
保
健
福
祉
課

『
運
転
免
許
証

自
主
返
納
支
援
事
業
』

　

高
齢
者
が
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
す
る

際
に
金
券
等
を
支
給
し
ま
す
。

▼
支
給
額　

金
券
１
万
円
お
よ
び
バ
ス
カ
ー
ド

問
　
総
務
課

『
金
婚
夫
婦
等
慶
祝
事
業
』

　

結
婚
50
周
年
（
金
婚
）
60
周
年
（
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
婚
）、
70
周
年
（
プ
ラ
チ
ナ
婚
）
を

祝
し
て
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
支
給
額

　

対
象
夫
婦
に
対
し
て
１
万
円
分
の
商
品
券

問　

保
健
福
祉
課

滞
納
税
者
に
は

補
助
金
が
出
ま
せ
ん

　

税
金
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
豊
か
に

し
て
発
展
さ
せ
る
た
め
、
教
育
の
振
興
や

社
会
福
祉
の
増
進
な
ど
事
業
を
行
う
た
め

の
費
用
を
町
民
の
皆
さ
ま
に
公
平
に
負
担

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

滞
納
を
し
て
し
ま
う
と
、
町
財
政
の
健

全
な
運
営
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
い
ま

す
。
町
で
は
、
滞
納
者
へ
「
督
促
状
」
を

送
っ
た
り
、
直
接
訪
問
し
て
納
税
を
促
し

て
い
ま
す
。

　

滞
納
者
に
な
っ
て
し
ま
う
と
一
部
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
い
特
別
な

事
情
（
災
害
や
病
気
、
失
業
な
ど
）
の
あ

る
方
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
税
務
課
・
収
納

係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
対
象
の
税
金
　

【
町
税
】

○
町
民
税

○
固
定
資
産
税

○
軽
自
動
車
税

○
国
民
健
康
保
険
税

問　

税
務
課

税
務
課
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医
療
関
係

『
不
妊
治
療
費
補
助
金
』

　

不
妊
症
に
よ
り
、
治
療
を
さ

れ
た
方
に
治
療
費
を
補
助
し
ま

す
。

▼
補
助
金
額
　

　

医
師
が
認
め
た
各
種
不
妊
治
療

　
（
年
度
内
の
上
限
１
０
０
万
円
）

問
　
保
健
セ
ン
タ
ー

『
安
心
出
産
・

宿
泊
支
援
事
業
補
助
金
』

　

町
外
の
病
院
で
出
産
す
る
際
に
、
病
院
の

近
く
の
宿
泊
施
設
で
待
機
す
る
場
合
の
宿
泊

費
と
交
通
費
を
補
助
し
ま
す
。

■
対
象

○
１
年
以
上
町
内
に
居
住
す
る
妊
婦
と
付
添

　

者
１
人

▼
補
助
金
額
　

　
【
宿
泊
費
】
１
人
５
千
円
（
上
限
７
泊
）

　
【
交
通
費
】
１
度
限
り
１
人
５
千
円
限
度

　

※
宿
泊
施
設
か
ら
病
院
ま
で
の
交
通
費

問
　
保
健
セ
ン
タ
ー

『
福
祉
医
療
費
の
給
付
』

　

医
療
機
関
で
保
険
診
療
を
受
け
た
場
合

に
、
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象

　

中
学
３
年
生
以
下
の
子
ど
も
／
重
度
心
身

障
害
者
／
母
子
・
父
子
家
庭
等

■
支
給
方
法　

受
給
資
格
者
証
と
保
険
証
を

医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療

費
の
保
険
診
療
分
の
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

が
無
料
と
な
り
ま
す
。問

　
保
健
福
祉
課

『
国
保
人
間
ド
ッ
ク
助
成
』

　

町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
日
帰
り
人
間

ド
ッ
ク
の
検
診
費
を
助
成
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

令
和
２
年
４
月
17
日
㈮
～
10
月
30
日
㈮

※
75
歳
以
上
の
方
は
後
期
高
齢
者
医
療
と
な

　

り
、
受
け
付
け
は
７
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
医
療
機
関
お
よ
び
定
員

・
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク

　

原
町
赤
十
字
病
院
：
１
４
０
名

　

東
吾
妻
町
国
保
診
療
所
：
20
名

・
日
帰
り
脳
ド
ッ
ク

・
日
帰
り
心
臓
ド
ッ
ク

　

吾
妻
脳
神
経
外
科
循
環
器
科
：
10
名

※
先
着
順
で
の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

■
助
成
対
象
者

　

40
歳
以
上
75
歳
未
満
の
東
吾
妻
町
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
で
、
当
該
年
度
を
含
む
過

去
５
年
間
の
国
保
税
に
滞
納
が
な
い
世
帯
の

方
。（
対
象
年
齢
は
人
間
ド
ッ
ク
受
診
予
定

日
現
在
の
年
齢
）

『
出
産
祝
金
』

　

出
産
時
に
お
い
て
、
６
カ
月
以
上
町
内
に

住
所
を
有
す
る
方
に
祝
い
金
を
支
給
し
ま

す
。

▼
支
給
額　
【
第
１
子
】　　
　

５
万
円

　
　
　
　
　
【
第
２
子
】　　
　

10
万
円

　
　
　
　
　
【
第
３
子
以
降
】　

20
万
円

問
　
保
健
福
祉
課

『
乳
幼
児
予
防
接
種
』

　

子
育
て
支
援
の
一
環
と

し
て
予
防
接
種
を
受
け
た

場
合
に
、
そ
の
接
種
費
用

を
助
成
し
ま
す
。

▼
補
助
金
額

　
【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】　

３
４
０
０
円
／
回

　
【
お
た
ふ
く
・
ロ
タ
】　

全　

額

問
　
保
健
セ
ン
タ
ー

『
児
童
手
当
』

　

家
庭
等
に
お
け
る
生
活
の
安
定
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の

健
や
か
な
成
長
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

▼
補
助
金
額

　
【
０
～
３
歳
未
満
】　

１
万
５
千
円
／
月

　
【
３
～
15
歳
】　　
　

１
万
円
／
月

※
所
得
制
限
等
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

問
　
保
健
福
祉
課　

子
育
て
関
係

■
検
診
費
用

　

４
万
１
８
０
０
円
ま
た
は
３
万
９
千
円

（
消
費
税
込
み
。
医
療
機
関
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。）

※
費
用
の
う
ち
、
２
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

■
検
診
日

　

令
和
２
年
５
月
か
ら
令
和
３
年
３
月
ま
で

の
指
定
日

■
申
し
込
み
先

　

役
場
町
民
課
保
険
年
金
係
、
東
支
所
、
太

田
・
岩
島
・
坂
上
の
各
出
張
所

■
持
参
す
る
物 

　

国
保
被
保
険
者
証
・
印
鑑
（
認
め
印
可
）

■
注
意
点

　

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
と
、
そ
の
年
度

の
特
定
健
診
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

特
定
健
診
を
受
診
す
る
と
、
そ
の
年
度
の
人

間
ド
ッ
ク
に
は
助
成
金
が
出
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
　
町
民
課
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New

に
対
し
て
援
助
し
ま
す
。

▼
支
給
額　

３
千
円
／
月問

　
学
校
教
育
課

『
高
校
生
等
通
学
定
期
代
補
助
』

　

子
育
て
支
援
お
よ
び
定
住
促
進
を
図
る
た

め
、
高
等
学
校
お
よ
び
町

外
の
学
校
に
通
学
す
る
方

の
保
護
者
で
、
鉄
道
や
路

線
バ
ス
な
ど
公
共
交
通
機

関
の
通
学
定
期
乗
車
券
を

購
入
し
た
方
に
補
助
を
行

い
ま
す
。

■
対
象
者
　〈
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方
〉

○
該
当
す
る
学
校
（
学
校
教
育
法
に
定
め
る

　

高
等
学
校
、
町
外
小
学
校
、
中
学
校
、
特

　

別
支
援
学
校
、
中
等
教
育
学
校
な
ど
）
に

　

通
学
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者

○
児
童
・
生
徒
と
、
そ
の
保
護
者
が
共
に
町

　

に
住
所
を
お
い
て
、
現
に
居
住
し
て
生
活

　

の
本
拠
を
有
す
る
方

○
定
期
券
購
入
に
ほ
か
の
補
助
を
受
け
て
い

　

な
い
方

■
補
助
金
額　

１
カ
月
あ
た
り
１
千
円

※
た
だ
し
１
カ
月
あ
た
り
の
定
期
券
の
購
入

　

金
額
が
５
千
円
以
上
の
も
の
に
限
る

■
補
助
例
　

☆
１
カ
月
定
期
６
千
円
を
購
入
⇨

補
助
額
１
千
円

☆
３
カ
月
定
期
２
万
２
千
円
を
購
入
⇨

補
助
額
３
千
円

☆
３
カ
月
定
期
１
万
３
千
円
を
購
入
⇨

補
助
対
象
外

『
子
育
て
支
援
金
』

　

詳
細
は
、
14
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
保
健
福
祉
課　

『
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費
補
助
』

　

国
土
交
通
省
の
定
め

る
安
全
基
準
に
適
合
す

る
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

等
（
中
古
品
を
除
く
）

を
購
入
す
る
場
合
の
費

用
を
助
成
し
ま
す
。

▼
補
助
金
額

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費
の
２
分
の
１

　
（
上
限
２
万
円
）

問
　
総
務
課

『
遠
距
離
通
学
費
補
助
金
』

　

町
立
の
こ
ど
も
園
、
小
学
校
お
よ
び
中
学

校
に
通
学
（
園
）
す
る
幼
児
・
児
童
・
生
徒

に
対
し
通
学
費
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
条
件

　

通
学
（
園
）
距
離
に
応
じ
て
補
助
し
ま
す
。

　
【
こ
ど
も
園
】　　
　

３
・
１
㎞
以
上

　
【
小
学
校
低
学
年
】　
３
・
１
㎞
以
上

　
【
小
学
校
高
学
年
】　
４
・
１
㎞
以
上

　
【
中
学
校
】　　
　
　

６
・
１
㎞
以
上

問
　
学
校
教
育
課

『
入
学
祝
金
』

　

小
・
中
学
校
に

入
学
す
る
に
お
い

て
、
祝
い
金
を
支

給
し
ま
す
。

▼
支
給
額　
【
小
学
校
】　

３
万
円

　
　
　
　
　
【
中
学
校
】　

８
万
円

問
　
学
校
教
育
課

『
町
外
小
中
学
校
等
給
食
費
補
助
金
』

　

町
外
の
学
校
で
給
食
費
を
払
っ
て
い
る
方

に
向
け
た
補
助
金
で
す
。

▼
補
助
金
額

　

現
在
負
担
し
て
い
る
給
食
費
と
町
の
限
度

額
の
い
ず
れ
か
低
い
額問

　
学
校
教
育
課

『
英
検
・
漢
検
補
助
金
』

　

小
中
学
生
の
英
検
・
漢
検
の
受
験
費
用
を

そ
れ
ぞ
れ
補
助
し
ま
す
。

▼
支
給
額

　

英
検
・
漢
検
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
受
験
料

問
　
学
校
教
育
課

『
要
保
護
準
要
保
護
就
学
援
助
費
』

　

保
護
者
の
経
済
的
な
理
由
に
よ
っ
て
児

童
・
生
徒
の
就
学
が
困
難
な
場
合
に
、
学
用

品
費
を
援
助
し
ま
す
。

▼
支
給
額　

国
基
準
に
準
じ
て
支
給

問
　
学
校
教
育
課

『
特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
費
』

　

特
別
支
援
学
級
等
の
就
学
に
か
か
る
保
護

者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
学
用
品
費
を

援
助
し
ま
す
。

▼
支
給
額　

国
基
準
に
準
じ
て
支
給

問
　
学
校
教
育
課

『
特
別
支
援
学
校
就
学
援
助
費
』

　

特
別
支
援
学
校
に
就
学
す
る
児
童
・
生
徒

※
１
カ
月
あ
た
り
購
入
金
額
が
５
千
円
未
満

　

の
た
め

■
申
請
方
法

　

定
期
券
を
購
入
し
た
日
か
ら
有
効
期
間
終

了
後
２
カ
月
以
内
に
、
次
の
書
類
を
学
校
教

育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
定
期
代
補
助
金
交
付
申
請
書
兼
実
績
報
告
書

②
定
期
代
補
助
金
請
求
書

③
購
入
し
た
定
期
券
の
写
し
（
領
収
書
不
可
）

※
定
期
券
更
新
時
に
券
売
機
で
手
続
き
さ
れ

　

る
場
合
に
、
使
用
し
て
い
た
定
期
が
回
収

　

ま
た
は
上
書
き
さ
れ
、
コ
ピ
ー
が
取
れ
な

　

く
な
り
ま
す
の
で
、
更
新
前
に
コ
ピ
ー
す

　

る
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

④
在
学
を
証
明
す
る
書
類

　
（
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書
）

⑤
振
込
先
金
融
機
関
の
預
金
通
帳
の
写
し

※
初
回
申
請
時
ま
た
は
振
込
先
口
座
を
変
更

　

す
る
と
き
の
み
必
要
で
す
。

■
申
請
書

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
ほ
か
、
学
校
教
育
課
の
窓
口
に
置
い
て

あ
り
ま
す
。

問
　
学
校
教
育
課

『
育
英
資
金
貸
付
』

　

高
校
や
大
学
な
ど
に
進
学
す
る
方
に
対
し

て
お
金
を
貸
与
し
ま
す
。　

▼
貸
与
額

　
【
高
等
学
校
】　　
　
　

１
万
５
千
円
／
月

　
【
大
学
、
短
大
な
ど
】　

５
万
円
／
月

問
　
学
校
教
育
課
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Higashiagatsuma　Town News
ひがしあがつまタウンニュース

　町内の各学校で卒業式が行われ、102 名の小学
生と 106 名の中学生が卒業しました。児童・生徒
たちは、たくさんの思い出を胸に学び舎を巣立っ
ていきました。新型コロナウイルス感染症の影響
で、規模を縮小しての開催。「休校により当たり
前だった生活が一変し、時間の大切さを感じた」
との答辞に、卒業生の成長した姿を見ました。

た くさんの思い出を胸に
町内小・中学校　卒業式

　２月 27 日、保健センターでヘルスメイト養成講
座が開催されました。災害に見舞われた時、『パッ
ククッキング』を用いれば普段と変わらない温か
い料理を作ることができます。今回は五目ご飯と
ラタトゥイユ、サバみそ大根煮、りんごケーキの
つくり方を学びました。来月号からレシピをご紹
介します。

手 軽につくれる調理法
ヘルスメイト養成講座

　３月 18 日に神保チトさんが 100 歳を迎えられ、
町長が慶祝訪問を行いました。長生きの秘訣を伺
うと「よく動くこと、好き嫌いなく食べること」
とのこと。趣味は編み物で、帽子やチョッキを手
がけたり、広告チラシを使って小物入れを作った
りすることが楽しいと話していました。

神 保さんが 100 歳
町長が慶祝訪問

受 賞者へ授与
令和元年度東吾妻町表彰

　３月 26 日、町の善行表彰と優良農業後継者褒
賞の受賞者のお宅に町長が訪問しました。今年は、
新型コロナウイルス感染症が全国的に拡大してい
る状況を踏まえ、表彰式を中止とし、一部受賞者
に直接お届けいたしました。令和元年度町表彰式
受賞者については、町ホームページの町長のタウ
ンレポートをご覧ください。
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今
月
の
歴
史
文
化
探
訪
は
、
吾
妻
氏
か

ら
移
り
変
わ
っ
て
吾
妻
地
域
を
治
め

た
斉
藤
氏
を
取
り
あ
げ
ま
す
。

●
斉
藤
氏

　

～
吾
妻
氏
か
ら
受
け
継
ぐ
～

　

斉
藤
氏
と
聞
く
と
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
が
浮
か
ぶ
で
し
ょ
う
か
。
戦
国
大
名
で

は
美
濃
地
域
を
治
め
た
斉
藤
道ど

う
さ
ん三

や
斉
藤

龍た
つ
お
き興

な
ど
が
著
名
で
す
が
、
こ
の
吾
妻
地
域

に
お
い
て
斉
藤
氏
は
岩
櫃
城
跡
の
城
主
と

し
て
こ
の
地
方
を
治
め
た
一
族
と
し
て
そ

の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
斉
藤
氏
、
彼
ら
が
こ

の
地
域
で
何
を
成
し
え
た
の
か
を
み
て
い

こ
う
と
思
う
と
そ
う
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
彼
ら
が
活
躍
し
た
時
期
の
古

文
書
な
ど
の
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
（
確

認
さ
れ
て
い
な
い
）
こ
と
が
大
き
な
要
因

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
城
主
だ
っ
た
岩

櫃
城
に
つ
い
て
は
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る

初
見
史
料
は
永
禄
７
年
（
１
５
６
４
年
）
で
、

そ
の
城
下
町
だ
っ
た
平
川
戸
に
つ
い
て
も

同
年
の
文
書
が
初
見
と
な
っ
て
い
て
戦
国

時
代
よ
り
遡
る
史
料
が
確
認
を
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
１
次
史
料
と
呼
ば
れ

る
同
時
代
に
書
か
れ
た
史
料
か
ら
確
認
で

き
て
い
な
い
こ
と
で
、
こ
の
斉
藤
氏
と
岩

櫃
城
と
の
関
連
が
現
在
も
不
明
瞭
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
か
わ
り
そ
れ
ら
の
伝
承

を
伝
え
る
の
は
『
加
沢
記
』
や
『
吾
妻
軍
記
』

な
ど
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
書
物
で
す
。
そ

れ
で
は
こ
れ
ら
史
料
や
旧
原
町
の
自
治
体

誌
で
あ
る
『
原
町
誌
』
を
参
考
に
斉
藤
氏

に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
斉
藤
氏
６
代
の
足
跡

　

斉
藤
氏
の
始
ま
り
は
斉
藤
憲
行
で
す
。
彼

は
吾
妻
行
盛
の
子
ど
も
で
あ
る
先
王
丸
で

あ
り
、
里
見
氏
に
よ
っ
て
岩
櫃
城
が
奪
取
さ

れ
た
際
に
母
方
と
な
る
斉
藤
梢
基
の
元
へ

と
落
ち
延
び
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
母
方
の

姓
を
継
ぎ
斉
藤
憲
行
と
名
乗
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
憲
行
は
、
斉
藤
梢
基
と
上
野

守
護
だ
っ
た
上
杉
憲の

り
あ
き顕

の
協
力
を
得
て
岩

櫃
城
の
奪
還
に
成
功
し
、
吾
妻
に
お
け
る

斉
藤
氏
の
基
盤
を
確
立
し
た
と
さ
れ
ま
す
。

吾
妻
氏
か
ら
斉
藤
氏
へ
と
こ
の
東
吾
妻
地

域
を
中
心
に
し
た
治
政
が
始
ま
り
ま
し
た
。

憲
行
は
家
臣
に
内
出
城
（
秋
間
泰
則
）、
岩

井
堂
城
（
荒
尾
兵
衛
）
を
渡
し
ま
す
。
ま
た
、

父
行
盛
を
祀
っ
た
川
戸
神
社
の
社
殿
を
修

復
す
る
な
ど
多
く
の
足
跡
を
残
し
て
い
ま

す
。
特
に
内
出
城
に
い
た
秋
間
氏
は
善
導
寺

と
も
深
く
関
わ
り
の
あ
る
人
物
で
、
こ
の
秋

間
氏
の
帰
化
に
よ
り
貞
治
年
間
（
１
３
６
２

～
１
３
６
8
年
）
に
川
戸
の
田
辺
へ
善
導

寺
を
建
て
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
２
代
目
は
斉
藤
行
禅
で
す
。
彼
は

岩
櫃
城
を
継
ぎ
ま
す
が
、
そ
の
後
３
代
と

な
る
斉
藤
行
弘
に
譲
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

で
は
彼
は
ど
こ
に
居
た
の
か
と
い
う
と
柳

沢
城
で
す
。
柳
沢
城
は
岩
櫃
城
の
北
東
を

守
る
支
城
と
さ
れ
、
江
戸
時
代
以
降
は
観

音
山
と
し
て
霊
場
の
空
間
へ
と
移
り
変
わ

る
特
徴
的
な
山
城
で
す
。
こ
こ
に
は
柳
沢

直
安
と
い
う
人
物
が
い
ま
し
た
が
、
斉
藤
行

弘
に
よ
り
攻
撃
さ
れ
、
植
栗
城
に
逃
れ
た

と
い
わ
れ
ま
す
。
行
禅
は
応
永
年
間
に
岩
下

の
応
永
寺
を
開
山
建
立
と
も
伝
わ
り
ま
す
。

　

３
代
行
弘
か
ら
４
代
の
行
基
へ
移
り
変

わ
り
ま
す
。
こ
の
行
基
の
動
向
は
こ
の
斉
藤

氏
の
中
で
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
部
分
が
多

い
人
物
で
、
そ
の
家
臣
と
な
る
大
野
氏
が
稲

荷
城
に
い
た
こ
と
な
ど
が
伝
わ
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
も
う
少
し
多
く
の
史
料
か
ら
調

べ
て
み
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
５
代
の
斉

藤
行
連
は
寺
社
の
建
立
の
記
録
が
吾
妻
郡

記
か
ら
も
読
み
取
れ
て
お
り
、
行
沢
観
音

堂
（
大
永
年
間
、１
５
２
１
～
１
５
２
８
年
）

や
金
剛
院
不
動
堂
（
大
永
元
年
）
が
挙
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
武
道
第
一
、
弓
矢
に
秀

で
仁
義
の
あ
る
侍
と
も
評
価
さ
れ
て
お
り
、

非
常
に
立
派
な
人
物
だ
っ
た
こ
と
が
伺
わ

れ
ま
す
。

　

６
代
の
斉
藤
基
国
（
憲
広
と
も
）
が
斉

藤
氏
と
し
て
は
最
後
の
岩
櫃
城
主
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
彼
は
江
見
氏
（
三
島
根
小

屋
城
）
や
鎌
原
氏
（
嬬
恋
村
、
鎌
原
城
）

と
争
っ
た
と
さ
れ
る
人
物
で
、
善
導
寺
に

は
基
国
の
木
造
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
基

国
は
善
導
寺
を
田
辺
か
ら
切
沢
へ
と
移
転

し
た
（
天
文
10
年
以
降
、
１
５
４
１
年
～
）

と
考
え
ら
れ
、
斉
藤
氏
と
善
導
寺
と
の
繋

が
り
を
窺

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
斉
藤
基
国
は
永
禄
６
年
（
１
５
６
３
年
）

に
西
上
野
へ
と
侵
攻
し
て
き
た
武
田
氏
（
先

方
衆
は
真
田
氏
）
に
破
れ
、
岩
櫃
城
を
失

い
、
越
後
へ
と
逃
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
子
城じ

ょ
う
こ
ま
る

虎
丸
は
嵩
山
城（
中
之
条
町
）

で
頑
強
に
抵
抗
し
ま
す
が
、
奮
戦
む
な
し

く
そ
の
生
涯
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
も
っ
て
吾
妻
地
域
に
お
け
る

斉
藤
氏
の
動
向
は
幕
を
閉
じ
る
わ
け
で
す

が
、
果
た
し
て
斉
藤
氏
は
岩
櫃
城
に
い
た

の
か
と
い
う
大
き
な
疑
問
が
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
史
料
が
な
い
こ
と
と
、
永

禄
３
年（
１
５
６
０
年
）時
の
長な

が
お
か
げ
と
ら

尾
景
虎（
越

後
）
の
関
東
出
兵
時
に
そ
の
家
臣
団
を
記

載
し
た「
関
東
幕
注
文
」と
い
う
史
料
に「
岩

下
衆 

斉
藤
越
前
守
」
と
載
せ
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
起
因
し
ま
す
。
～
衆
は
そ
の
居
城
を

示
す
と
さ
れ
て
お
り
、
岩
下
衆
＝
岩
下
城

の
斉
藤
氏
と
読
み
取
れ
、
斉
藤
氏
が
居
城
と

し
て
い
た
の
は
岩
櫃
城
で
は
な
く
岩
下
城

だ
っ
た
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
岩
櫃

城
の
築
城
は
斉
藤
氏
で
は
な
く
、
武
田
氏
・

真
田
氏
に
よ
る
も
の
と
い
う
指
摘
が
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。
吾
妻
氏
、
斉
藤
氏
か
ら

武
田
氏
、
真
田
氏
へ
と
そ
の
繋
が
り
が
移

り
変
わ
る
岩
櫃
城
。
本
当
に
岩
櫃
城
に
斉

藤
氏
は
、
そ
し
て
吾
妻
氏
は
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
と
も
武
田
氏
や
真
田
氏
に
よ
っ

て
戦
国
期
に
新
た
に
築
城
さ
れ
た
城
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
は
斉
藤
氏
の

さ
わ
り
を
ふ
れ
た
だ
け
で
す
が
、
よ
り
深

く
調
べ
れ
ば
さ
ら
に
興
味
深
い
事
柄
が
浮

か
び
上
が
る
の
が
こ
の
斉
藤
氏
で
す
。
岩
櫃

城
の
歴
史
、
そ
し
て
東
吾
妻
町
の
中
世
を

考
え
る
上
で
け
し
て
無
視
で
き
な
い
存
在

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
よ
り
深
く
斉
藤
氏

を
知
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

東吾妻町の歴史・文化探訪
ー問い合わせ先／東吾妻町教育委員会社会教育課（☎ 68-2261 担当  吉田智哉）

　

斉
藤
氏
を
知
ろ
う　

～
吾
妻
氏
か
ら
斉
藤
氏
～
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４
月
は
新
生
活
が
始
ま
る
季
節
で
す
。

環
境
や
生
活
の
変
化
は
、
と
き
に
多
大
な

ス
ト
レ
ス
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ

が
き
っ
か
け
で
体
調
不
良
を
起
こ
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
５
月

病
」
で
す
。
５
月
病
は
「
適
応
障
害
」
に

当
た
り
ま
す
が
、
ス
ト
レ
ス
の
原
因
を
遠

　★「４月の診療予定表」
日 月 火 水 木 金 土

4/5
休診

6 7
午後診察
15:00

～ 17:00

8
休診

9
午後診察
15:00

～ 17:00

10 11
休診

12
休診

13
午後診察
16:00

～ 17:00

14 15
休診

16 17
午後診察
16:00

～ 17:00

18
休診

19
休診

20
午後診察
16:00

～ 17:00

21
午後診察
16:00

～ 17:00

22
休診

23
午後診察
16:00

～ 17:00

24
午後診察
14:00

～ 15:30

25
休診

26
休診

27
午後診察
16:00

～ 17:00

28 29
休診

30
午後診察
14:00

～ 15:30

5/1 2
休診

3
休診

4
休日
当番医

5
休診

6
休診

7 8 9
休診

東吾妻町国保診療所だより
　
町
の
診
療
所
の
先
生
か
ら
「
健

康
」
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
今
月
は
「
ス
ト
レ
ス

ケ
ア
で
5
月
病
の
予
防
を
」
で
す
。

＊当院では予約診療を行っております。定期受診の方は予約での診療をお願
　いします。
＊急病の方は予約にかかわらず適宜診療を行っていますが、新型コロナウイ
　ルス感染症の流行の影響を考慮し、事前に電話連絡をお願いします。
＊５月２日～６日は休診になります。定期受診をされている方は余裕を持っ
　た受診をお願いします。急病の方は休日当番医をご利用ください。

４月の健康相談
　町では毎月健康相談を行っています。

【東地区】
■日　時　令和２年４月７日㈫ 10 時～ 11 時 30 分
■場　所　あづま農村環境改善センター

【太田・原町・岩島・坂上地区】
■日　時　令和２年４月８日㈬ 13 時 30 分～ 15 時
■場　所　保健センター
■問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021）

ざ
け
る
こ
と
で
症
状
が
改
善
す
る
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。
症
状
と
し
て
は
心
の
不
調

（
不
眠
、
不
安
、
気
分
の
落
ち
込
み
、
イ

ラ
イ
ラ
な
ど
）、体
の
不
調
（
頭
痛
、腹
痛
、

吐
き
気
、
だ
る
さ
な
ど
）、
能
力
の
低
下

（
集
中
力
の
低
下
、
ぼ
ー
っ
と
す
る
な
ど
）、

行
動
の
変
化
（
飲
酒
や
タ
バ
コ
の
増
加
、

口
論
が
増
え
る
な
ど
）
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

肉
体
的
な
不
調
は
も
ち
ろ
ん
、
ほ
か
の
病

気
で
も
生
じ
ま
す
が
、
原
因
が
わ
か
ら
な

か
っ
た
り
症
状
が
改
善
し
な
い
場
合
は
早

め
に
専
門
医
（
心
療
内
科
や
精
神
科
）
へ

の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

５
、６
月
に
身
体
的
不
調
が
起
こ
り
や

す
い
の
は
、
４
月
か
ら
の
環
境
の
変
化
に

つ
い
て
い
こ
う
と
頑
張
っ
た
結
果
で
す
。

ス
ト
レ
ス
と
な
る
環
境
か
ら
離
れ
る
こ
と

が
一
番
重
要
で
す
が
、
な
る
べ
く
ス
ト
レ

ス
を
た
め
な
い
よ
う
意
識
し
て
生
活
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
意
識
す
る
点
と
し
て

は
、
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
、
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
取
る
こ
と
、
空
き

時
間
な
ど
に
軽

く
身
体
を
動
か

す
こ
と
、
意
識

し
て
く
つ
ろ
ぐ

時
間
な
ど
を
作

る
こ
と
な
ど
で

す
。

　

最
近
で
は
新
型
感
染
症
の
流
行
な
ど
も

あ
り
、
気
が
休
ま
る
時
間
が
な
い
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
身
体
的

に
も
精
神
的
に
も
充
実
し
た
生
活
を
送
る

た
め
に
も
、
ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く
向
き

合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
受
付
時
間

　

午
前
…
８
時
30
分
～
11
時
45
分

　

午
後
…
14
時
～
17
時

■
連
絡
先　

☎
59
・
３
０
１
０

国
保
診
療
所　

堀
口　

英

頭の元気度測定しませんか？
　健康相談日に併せて、電子端末を使って頭の元気
度を簡単に測定できます。お気軽にご利用ください。
■日時・場所　右の健康相談日
※測定を希望される方は事前に　
　予約をお願いします。
　相談日以外の日を希望される　
　方は、下記までご連絡ください。
■問い合わせ先　包括支援センター ( ☎ 68-0200）
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な
い
噛
み
タ
バ
コ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
メ

ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
に
愛
用
者
が
多
く
、
か

つ
て
は
、
試
合
中
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
ベ
ン

チ
の
中
で
噛
み
タ
バ
コ
を
噛
み
、
唾
を
吐

く
様
子
が
よ
く
見
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
メ

ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
通
算
３
１
４
１
安
打
な
ど

の
大
記
録
を
残
し
、
野
球
殿
堂
入
り
し
た

ト
ニ
ー
・
グ
ウ
ィ
ン
氏
は
、
２
０
１
０
年

に
唾
液
腺
が
ん
が
判
明
し
た
際
、「
愛
用

し
て
き
た
噛
み
タ
バ
コ
が
原
因
で
は
な
い

か
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。
グ
ウ
ィ
ン
氏
は

闘
病
の
甲
斐
な
く
、
２
０
１
４
年
６
月
に

54
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
日

本
の
プ
ロ
野
球
で
も
、
外
国
人
選
手
を
中

心
に
ガ
ム
を
噛
む
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
健
康
意
識
の
高
ま
り
か
ら
噛
み
タ
バ

コ
が
敬
遠
さ
れ
、
ガ
ム
を
代
替
品
と
し
て

噛
む
よ
う
に
な
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

　

無
煙
タ
バ
コ
は
紙
巻
き
タ
バ
コ
の
安
全

な
代
替
品
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歯
と
口
の

健
康
づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日
々

の
健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
は
禁
煙
す
る
こ

と
で
す
。「
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
」
の
無

い
町
と
し
て
一
歩
進
ん
だ
、
真
の
意
味
で

の
無
煙
な
町
の
実
現
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。

■
参
考
文
献

　

日
本
学
術
会
議

　
「
無
煙
タ
バ
コ
製
品

　
（
ス
ヌ
ー
ス
を
含
む
）に
よ
る
健
康
被
害
を

阻
止
す
る
た
め
の
緊
急
提
言
」

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
68
・
５
０
２
１
）

け
と
な
る
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

無
煙
タ
バ
コ
に
も
依
存
性
物
質
で
あ
る

ニ
コ
チ
ン
が
含
ま
れ
ま
す
。
紙
巻
き
タ
バ

コ
に
比
べ
、
無
煙
タ
バ
コ
は
1
回
の
摂
取

時
間
が
長
い
た
め
、
血
液
中
の
ニ
コ
チ
ン

濃
度
が
高
く
保
た
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
無
煙
タ
バ
コ
に
は
30
種
類
近
く

の
発
が
ん
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
無

煙
タ
バ
コ
（
ス
ヌ
ー
ス
タ
イ
プ
を
含
む
）

は
、
国
際
が
ん
研
究
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｃ
に

よ
り
、
グ
ル
ー
プ
１
（
ヒ
ト
に
発
が
ん
性

が
あ
る
も
の
）
と
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

口
腔
が
ん
や
食
道
が
ん
、
膵す

い

臓
が
ん
の
原

因
と
な
り
、
歯
周
病
や
白
板
症
な
ど
の
口

の
中
の
病
気
だ
け
で
な
く
、
心
疾
患
な
ど

の
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。

■
噛
み
タ
バ
コ
と
口
腔
が
ん

　

噛
み
タ
バ
コ
が
普
及
し
て
い
る
南
ア
ジ

ア
で
は
、
口
腔
が
ん
の
頻
度
は
他
部
位
の

が
ん
に
比
べ
て
際
立
っ
て
高
い
と
い
う
事

実
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
煙
の
出

■
改
正
健
康
増
進
法
が
全
面
施
行
さ
れ
ま
す

　

４
月
１
日
よ
り
、
改
正
さ
れ
た
健
康
増

進
法
が
全
面
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
望
ま
な

い
受
動
喫
煙
の
防
止
を
図
る
た
め
、
受
動

喫
煙
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
が
大
き
な
子

ど
も
た
ち
へ
の
配
慮
な
ど
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
全
面
施
行
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど

の
施
設
は
原
則
屋
内
禁
煙
と
な
り
、
望
ま

な
い
受
動
喫
煙
に
遭
遇
す
る
機
会
は
大
き

く
減
少
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を

目
前
に
し
、
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
防
止

す
る
た
め
の
取
り
組
み
は
、
日
本
国
民
全

て
に
と
っ
て
、「
マ
ナ
ー
か
ら
ル
ー
ル
」

へ
と
変
わ
り
ま
す
。

■
無
煙
タ
バ
コ
と
は
？

　

燃
焼
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
鼻
や
口
に
直

接
タ
バ
コ
を
含
む
「
嗅
ぎ
タ
バ
コ
」
や
「
噛

み
タ
バ
コ
」
の
よ
う
な
煙
の
出
な
い
タ
バ

コ
を
「
無
煙
タ
バ
コ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
タ
バ
コ
葉
を
入
れ
た
小
袋
を

上
唇
の
裏
に
は
さ
ん
で
使
用
す
る
ス
ヌ
ー

ス
・
タ
イ
プ
（
湿
性
嗅
ぎ
タ
バ
コ
）
の
新

商
品
が
相
次
い
で
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
無
煙
タ
バ
コ
の
害
に
つ
い
て

　

無
煙
タ
バ
コ
は
口
に
入
れ
て
嗜

た
し
な

む
た

め
、
乳
幼
児
が
誤
飲
す
る
危
険
性
が
従
来

の
タ
バ
コ
に
比
べ
て
高
く
、
煙
が
生
じ
な

い
た
め
、
未
成
年
者
が
喫
煙
す
る
き
っ
か

知っておきたい歯の話
　
町
内
の
歯
科
医
の
先
生
か
ら

「
歯
と
口
」
に
つ
い
て
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
月
は
「
た

ば
こ
と
歯
の
健
康
そ
の
３
」で
す
。

58. たばこと歯の健康　その３

４月の認知症家族会
　町では毎月認知症家族会を開催しています。日ご
ろから思っていることを話してみましょう。

65 歳になった方へ
（昭和 30 年３月２日～４月１日生まれ）

※東吾妻町へ転入された 65 歳以上の方へ

　介護保険料の納付は、郵送される納付書により、
金融機関または役場会計課で納めて
ください。なお、年金からの天引き
が可能になりましたら通知します。
■問い合わせ先　
　保健福祉課　介護保険係　（ 内線 2132）

■期　日　令和２年４月 23 日㈭
■時　間　10 時～ 11 時 30 分
■場　所　保健センター
■費　用　無料
■問い合わせ先　
　包括支援センター（☎ 68-0200）
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４月の母子保健事業日程表
●町内全地区　●会場・問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021）

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

４月 8 日㈬ 乳幼児健康診査 10:00 ～ 11:00 乳幼児の希望者（事前に申し込んでください）

15 日㈬
３歳児健康診査 13:00 ～ 13:20 平成 29 年２月１日～３月 20 日生まれ

１歳６カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 30 年７・８月生まれ

22 日㈬

４カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 令和元年 11・12 月生まれ

７カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 令和元年８・９月生まれ（B.C.G 接種を行います）

１歳児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 31 年２・３月生まれ

４月の予防接種日程表
●東地区　●会場　国保診療所　●問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021）

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

４月 23 日㈭ 第１回乳幼児個別予防接種 14:00 ～ 14:30 「予防接種のお知らせ」を参照してください
４月 16 日㈭までに申し込んでください

４月の当番医予定表
期　    日 内　　　　　　科 外　　　科 休　日　夜　間

４月 12 日㈰
けんもち医院

（中之条☎ 75-5155）
草津こまくさ病院

（草津☎ 0279-88-4321）
吾妻さくら病院

（中之条☎ 75-3011）
吾妻さくら病院

（中之条☎ 75-3011）

19 日㈰
後藤医院

（中之条☎ 75-2230）
長野原診療所

（長野原☎ 0279-85-2259）
原町赤十字病院

（原町☎ 68-2711）
原町赤十字病院

（原町☎ 68-2711）

26 日㈰
小池医院

（岩下☎ 67-2030）
桜井クリニック

（嬬恋☎ 0279-97-3800）
吾妻さくら病院

（中之条☎ 75-3011）
吾妻さくら病院

（中之条☎ 75-3011）

29 日㈬
吾妻脳外循環科

（原町☎ 68-5211）
長生病院

（長野原☎ 0279-82-2188）
西吾妻福祉病院

（長野原☎ 0279-83-7111）
西吾妻福祉病院

（長野原☎ 0279-83-7111）

①内科・外科の診療時間は９時～ 17 時です。
②急患の為の当番医制度ですので、緊急患者以外の受診はご遠慮願います。
③原則として往診はしません。

12



　令和２年度の集合狂犬病予防注射を狂犬病予防法の規定に基づき、次の日程および会場で
実施します。お住まいの地区に関係なく、どの会場でも狂犬病予防注射と新規登録ができま
す。なお、犬を飼う場合は、狂犬病予防法で町への犬の登録（生涯に１回）と狂犬病予防注
射（年に１回）が義務づけられています。都合により期間内に注射を受けられなかった場合は、
最寄りの動物病院で接種してください。※屋内で飼われている犬も例外ではありません。

犬の登録・狂犬病予防注射日程表

　保健センター　（☎ 68-5021）問い合わせ先

　注射のみ…3,500 円　登録および注射…6,500 円料　金
通知はがき（狂犬病予防注射のお知らせ）を必ず持参して
ください。また、すでに死亡してしまった犬や飼っていな
い犬の通知はがきが届いた場合は下記までご連絡ください。

その他

　
今年度より料金が

改定されました

日にち 時　間 会　場

5 月 12 日㈫

9:15 ～ 9:25 広場組合倉庫前
9:35 ～ 9:50 岡崎公民館

10:00 ～ 10:10 荒井高志様宅前広場
10:20 ～ 10:30 柏原集会所
10:40 ～ 11:00 箱島公民館
11:10 ～ 11:20 五町田公民館
12:45 ～ 12:55 平高集会所
13:05 ～ 13:15 奥田公民館
13:25 ～ 13:35 新巻公民館
13:50 ～ 14:00 泉沢公民館
14:10 ～ 14:20 小泉会館
14:30 ～ 14:45 太田公民館
14:55 ～ 15:10 岩井公民館
15:20 ～ 15:30 金井公民館
15:40 ～ 15:55 田中下郷公民館

5 月 13 日㈬

9:00 ～ 9:10 上之宮集会所
9:20 ～ 9:30 深沢集会所
9:40 ～ 9:50 唐沢集会所

10:00 ～ 10:10 古谷集会所
10:20 ～ 10:30 辻区郷原公会堂
10:40 ～ 10:50 矢倉多目的集会施設
11:00 ～ 11:10 岩島公民館
11:20 ～ 11:30 岩下駐在所
13:00 ～ 13:10 天神公民館
13:20 ～ 13:30 松下集会所
13:40 ～ 13:50 松谷集会所
14:00 ～ 14:10 川中温泉付近広場
15:00 ～ 15:20 東吾妻町役場庭
15:30 ～ 15:40 紺屋町会館
15:50 ～ 16:00 原町新井集会所

5 月 14 日㈭ 9:00 ～ 9:10 平沢集会所

日にち 時　間 会　場

5 月 14 日㈭

9:20 ～ 9:35 上野住民センター
9:45 ～ 9:55 在上集会所

10:05 ～ 10:20 在下集会所
10:30 ～ 10:40 須郷沢集会所
10:50 ～ 11:00 顕徳寺付近
11:10 ～ 11:20 内出公民館
13:00 ～ 13:10 烏帽子集会所
13:25 ～ 13:35 厚田田中集会所
13:45 ～ 13:55 厚田新井集会所
14:05 ～ 14:15 兵庫集会所
14:20 ～ 14:30 四戸消防小屋
14:40 ～ 14:50 万木沢集会所
15:00 ～ 15:10 唐堀集会所
15:20 ～ 15:30 根古屋集会所
15:40 ～ 15:50 細谷集会所
16:00 ～ 16:10 大沢集会所

5 月 19 日㈫

9:10 ～ 9:35 坂上公民館
9:45 ～ 10:00 大戸区公民館

10:20 ～ 10:30 手古丸集会所
10:50 ～ 11:00 いなだ食堂付近
12:45 ～ 13:00 萩生区民会館
13:10 ～ 13:20 分去集会所　
13:30 ～ 13:40 西榛名婦人ホーム

5 月 20 日㈬

9:10 ～ 9:20 日向会館
9:30 ～ 9:40 丑ケ渕親交会館
9:50 ～ 10:00 須賀尾公民館

10:10 ～ 10:25 高実様宅付近
10:40 ～ 10:50 岩鼻公民館
11:00 ～ 11:10 下中住民センター
11:20 ～ 11:30 大柏木公民館
11:40 ～ 11:50 上ノ沢・広石区集会所
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乳幼児オムツ等購入費補助金終了のお知らせ
　町では、２歳未満までに購入したオムツ等購入費補助金が令和２年３月 31 日
をもって終了となりました。下記の対象の方は期限までに提出をお願いします。
■対象者　令和元年度中に補助金の申請が済んでいない方
■補助対象　紙オムツ、布オムツ、オムツカバー、オムツライナー、おしりふき
■提出場所　保健センター　　■提出期限　令和２年６月 30 日㈫
■注意事項　該当のお子さんが生まれた日から令和２年３月 31 日までに購入し、
　　　　　　満２歳の誕生日前日までに購入したものに限ります。
■問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021）

Information

　

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
肺
炎
球
菌
予

防
の
定
期
接
種
を
助
成
し
ま
す
。
希
望

す
る
方
は
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
接
種
期
間　

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

■
対
象
者　

　

今
年
度
中
に
次
の
年
齢
に
達
す
る
方

　
（
65
、
70
、
75
、
80
、
85
、
90
、
95
、

１
０
０
歳
の
方
）

■
接
種
方
法

　

か
か
り
つ
け
の
県
内
医
療
機
関
で
予

防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
接
種
回
数　

生
涯
１
回

■
接
種
費
用　

本
人
負
担
金
３
千
円

★
今
年
度
対
象
外
の
方

　

70
歳
以
上
の
方
で
、
今
ま
で
に
一
度

も
助
成
を
受
け
た
こ
と
が
な
く
、
医
師

令
和
２
年
度
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　

町
で
は
、
今
年
度
か
ら
乳
幼
児
オ
ム

ツ
補
助
に
代
わ
り
、
子
育
て
支
援
金
の

支
給
を
始
め
ま
す
。

■
対
象
者

　

平
成
30
年
度
・
令
和
元
年
度
生
ま
れ

で
令
和
２
年
４
月
２
日
現
在
、
町
に
住

民
登
録
の
あ
る
乳
幼
児
を
養
育
し
て
い

る
保
護
者

■
提
出
書
類　

支
給
申
請
書
兼
請
求
書

案内

子
育
て
支
援
金
の
支
給
を
始
め
ま
す

■
提
出
場
所　

役
場
保
健
福
祉
課
窓
口

■
提
出
期
限　

令
和
２
年
５
月
29
日
㈮

■
注
意
事
項　

○
対
象
者
に
『
支
給
申
請
書
兼
請
求
書
』

　

を
送
付
し
ま
す
。

○
申
請
を
行
う
前
に
対
象
乳
幼
児
が
転

　

出
ま
た
は
死
亡
し
た
場
合
は
対
象
外

　

と
な
り
ま
す
。

○
本
町
に
お
い
て
生
活
実
態
の
な
い
保

　

護
者
お
よ
び
乳
幼
児
は
対
象
外
と
な

　

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

保
健
福
祉
課　

福
祉
係

　
（
内
線
２
１
３
４
）

案内

が
必
要
と
認
め
た
方
に
限
り
、
償
還
払

い
で
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
金
額　

上
限
５
２
０
０
円

■
申
請
方
法

　

予
防
接
種
後
に
、
印
鑑
・
領
収
書
・

予
診
票
の
写
し
・
振
込
先
の
わ
か
る
も

の
を
も
っ
て
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
保

健
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
68
・
５
０
２
１
）

　

昨
年
度
か
ら
、
胃
が
ん
検
診
で
胃
内

視
鏡
検
査
も
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
希
望
す
る
方
は
申
し
込
み
開

始
日
以
降
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

　

令
和
３
年
３
月
末
時
点
で
50
歳
以
上

の
偶
数
年
齢
に
な
る
方

■
検
診
場
所　

原
町
赤
十
字
病
院

■
定
員　

60
名
（
先
着
順
）

■
検
診
期
間

　

令
和
２
年
６
月
～
令
和
３
年
２
月

■
検
診
費
用　

３
千
円

■
申
し
込
み
開
始
日

　

令
和
２
年
４
月
13
日
㈪
か
ら

■
留
意
点　

日
時
の
指
定
は
不
可

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
68
・
５
０
２
１
）

胃
が
ん
検
診
（
胃
カ
メ
ラ
）
の
実
施

案内
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国
で
は
、
今
年
度
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
活
用
し
、
民
間
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
（
○
○
ペ
イ
な
ど
）
に
、
一
定
額

を
前
払
い
し
た
方
に
対
し
て
、「
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
」
を
付
与
す
る
予
定
で
す
。

　

制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
変

更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

本
事
業
は
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
活

用
に
よ
り
、
消
費
の
活
性
化
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
、
官
民

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
基
盤
の
構
築
を

目
的
と
す
る
事
業
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
る
た
め

に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得

し
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
予
約
（
マ
イ

キ
ー
Ｉア

イ
デ
ィＤ
の
設
定
）
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

■
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
は

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
（
決
済
サ
ー
ビ
ス
）

を
提
供
す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
事

業
者
（
決
済
事
業
者
）
を
通
じ
て
付
与

し
ま
す
。
付
与
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て

は
、
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上

で
普
段
利
用
し
て
い
る
決
済
サ
ー
ビ
ス

を
１
つ
選
択
（
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申

し
込
み
）
す
る
と
、
当
該
決
済
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
（
チ
ャ
ー
ジ
ま
た
は
購
入
）

時
に
買
い
物
な
ど
に
利
用
で
き
る
ポ
イ

※
予
算
案
が
、
今
後
の
国
会
で
成
立
す

　

る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

■
マ
イ
キ
ー
Ｉア

イ
デ
ィＤ

の
設
定
方
法

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
予
約（
マ
イ
キ
ー

Ｉア
イ
デ
ィＤ
の
設
定
）
は
、
下
記
の
機
器
で
設

定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
対
応
の
ス

　

マ
ー
ト
フ
ォ
ン

②
パ
ソ
コ
ン
と
公
的
個
人

　

認
証
サ
ー
ビ
ス
対
応
の

　

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

※
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
予

　

約
（
マ
イ
キ
ー
Ｉア

イ
デ
ィＤ

の

　

設
定
）
に
つ
い
て
は
、

　

役
場
町
民
課
、
学
校
教

　

育
課
、
総
務
課
で
設
定

　

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

※
４
月
５
日
現
在
❸
ま
で

　

手
続
き
す
る
こ
と
が
で

　

き
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

の
申
請
に
つ
い
て
は
、

　

役
場
町
民
課
へ
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
課　

戸
籍
住
民
係

　
（
内
線
２
１
２
１
）

案内

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業

ン
ト
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

■
ど
の
よ
う
に
付
与
さ
れ
る
の
か

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み
を

行
っ
た
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
（
チ
ャ
ー

ジ
ま
た
は
購
入
）
額
に
応
じ
て
付
与
さ

れ
ま
す
。
還
元
率
は
チ
ャ
ー
ジ
金
額
ま

た
は
購
入
金
額
の
25
％
で
、
上
限
５
千

円
と
な
り
ま
す
。

マイキー
 プラット
  フォーム

キャッシュ
　 レス決済
　　   事業者

お住まいの　
地方自治体

消費者❶マイナンバーカード
　　　　　　の取得申請

❷交付窓口等で
　マイナンバーカードを取得

❸マイナポイントの予約
　（マイキー ID の設定）
❹キャッシュレス決済
　サービスを選択
　（マイナポイントの申し込み）

❻マイナ
　 ポイント
　　  の付与

❺選択した決済サービスへ
　のチャージまたはそれを
　利用した物品等の購入

町からのお知らせ

各種保健福祉事業 中  止 のお知らせ
　新型コロナウイルス感染症の拡大
を受け、まん延防止や安全の確保の
観点から中止となります。参加を予
定されていた皆さまに
はご迷惑をおかけいた
しますが、ご理解いた
だきますようよろしく
お願いいたします。

令和２年３月 27 日時点

日　付 事　業　名 主　催

４月 13 日㈪ ピヨピヨクラブ 保健センター

15 日㈬ 岩島地区カフェすいせん 地域包括支援センター

18 日㈯ 吾妻郡がん市民セミナー 原町赤十字病院

24 日㈮ ラッコクラブ 保健センター

25 日㈯ 太田地区カフェすいせん 地域包括支援センター
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Information

　

社
会
教
育
課
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、
現
在
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
、
各
公
民
館
、
体
育
館
、

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
等
の
社
会
教
育
施

設
の
貸
し
出
し
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

予
定
は
４
月
末
日
ま
で
と
な
り
ま
す

が
、
状
況
に
よ
っ
て
は
貸
出
中
止
期
間

が
延
長
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
（
☎
68
・
２
２
６
１
）

　

町
民
体
育
館
（
☎
68
・
０
２
４
５
）

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
役
場
企
画
課
に
あ

り
ま
す
。
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
は
件
名

に
「
お
ら
が
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
メ
ン
バ
ー
応
募
」
と
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。

■
募
集
締
め
切
り
日

　

令
和
２
年
４
月
20
日
㈪

■
選
考
お
よ
び
通
知

　

募
集
期
間
の
終
了
後
、
応
募
用
紙
に

よ
り
選
考
し
、
４
月
下
旬
に
通
知
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課　

定
住
促
進
係

　
（
内
線
２
２
３
３
）

　

町
で
は
、「
マ
イ
ロ
ッ
ク
タ
ウ
ン
東
吾

妻
」
を
宣
誓
し
、
だ
れ
も
が
主
人
公
に

な
れ
る
町
を
目
指
し
て
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
町
の
強
み
を
活

か
し
た
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
や
食
の
特
産
品

開
発
を
企
画
・
推
進
す
る
「
お
ら
が
ま

ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
」
の

メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　

５
人
程
度

■
活
動
内
容

　

委
員
会
に
出
席
し
、
専
門
家
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
町
の
強
み
を

活
か
し
た
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
や
食
の
特
産

品
の
企
画
・
開
発
な
ど
を
行
い
ま
す
。

（
報
酬
あ
り
）

案内

■
活
動
期
間

　

令
和
２
年
４
月
～
令
和
４
年
３
月
末

■
募
集
条
件

　

月
１
回
程
度
の
平
日
昼
間
に
開
催
さ

れ
る
会
議
等
に
参
加
で
き
る
18
歳
～
40

歳
代
（
高
校
生
を
除
く
）
の
方
で
、
地

域
振
興
や
食
の
特
産
品
を
開
発
す
る
こ

と
に
意
欲
の
あ
る
方

■
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

◆ ■ ◆　令和２年度国税専門官採用試験要綱　◆ ■ ◆
　国税局や税務署において、税のスペシャリストとして働く国税専門官（国家公務員）を募集します。
★受験資格
○平成２年４月２日～平成 11 年４月１日生まれの者
○平成 11 年４月２日以降生まれの者で次に掲げる者
　①大学（短期大学を除く。）を卒業した者および
　　令和３年３月までに大学を卒業見込みの者
　②人事院が①に掲げる者と同等の資格があると認
　　める者

★申し込み方法　インターネット（４月８日㈬まで）
　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
★試験日
　第１次試験日：令和２年６月７日㈰
　第２次試験日：第１次試験合格通知で指定する日時
■問い合わせ先　人事院人材局試験課
　　　　　　　　（☎ 03-3581-5311 内線 2322）

案内

『
お
ら
が
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
』
の
メ
ン
バ
ー
を
募
集

社
会
教
育
施
設
貸
し
出
し
の
中
止
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町からのお知らせ

　

身
体
障
害
者
・
戦
傷
病
者
・
知
的
障

害
者
ま
た
は
精
神
障
害
者
で
一
定
の
条

件
に
該
当
す
る
方
ま
た
は
障
害
者
等
と

生
計
を
一
に
す
る
方
が
所
有
す
る
軽
自

動
車
等
に
対
し
て
、
軽
自
動
車
税
の
減

免
申
請
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
税
務
課
の
窓

口
ま
で
お
越
し
い
た
だ
く
か
、
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
電
話
を
お
願

い
し
ま
す
。
申
請
の
な
い

場
合
は
課
税
と
な
り
ま
す
。

■
受
付
期
間
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

　

令
和
２
年
５
月
25
日
㈪
ま
で
の

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

■
場
所　

役
場
税
務
課

■
持
参
す
る
も
の

　

障
害
者
手
帳
な
ど
／
運
転
者
の
免
許

証
／
車
検
証
／
印
鑑
お
よ
び
番
号
法
施

行
に
伴
う
次
の
も
の

【
納
税
者
本
人
が
申
請
書
を
提
出
す
る

場
合
は
①
か
②
の
い
ず
れ
か
】

①
納
税
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
両
面
）

②
納
税
者
の
通
知
カ
ー
ド
＋

　

写
真
入
り
の
本
人
確
認
書
類

【
代
理
人
が
申
請
書
を
提
出
す
る

場
合
は
③
・
④
・
⑤
の
す
べ
て
】

③
納
税
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は

　

通
知
カ
ー
ド
（
写
し
可
）

④
代
理
人
の
写
真
入
り
本
人
確
認
書
類

⑤
本
人
か
ら
の
委
任
状

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

住
民
税
係

　
（
内
線
２
１
１
２
）

◆ ■ ◆　令和元年産米食味値検査結果　◆ ■ ◆　
　町では、平成 23 年度に「食味分析計」を導入し、アミロー
ス、たんぱく質、水分、脂肪酸度を測定し、それぞれの含有
量によりお米のおいしさを総合的に評価しています。食味計
のスコア数値 70 点未満は「普通」、70 ～ 80 点は「やや良い」、
80 点以上は「良い」に分類されます（食味分析計資料より）。
　今回の分析結果を施肥加減の判断などに活かし、より一層
おいしいお米の生産に役立てていただけたらと思います。
■問い合わせ先　農林課　農林振興係（ 内線 2285）

　

令
和
２
年
が
戦
後
75
周
年
に
あ
た
り
、

今
日
の
日
本
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と

な
っ
た
戦
没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に
思
い

を
い
た
し
、
国
と
し
て
改
め
て
弔
慰
の

意
を
表
す
た
め
、
戦
没
者
等
の
ご
遺
族

に
特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
支
給
内
容　

額
面
25
万
円

　
（
５
年
償
還
記
名
国
債
。
年
額
５
万
円
）

■
対
象　

　

令
和
２
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）
時

点
で
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」

や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
遺
族
年
金
」
な
ど
を
受
け
る
方

が
い
な
い
場
合
に
次
の
順
位
の
ご
遺
族

お
一
人
に
支
給
し
ま
す
。

【
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
】

①
令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病

　

者
戦
没
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰

　

金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の（
１
）父
母（
２
）孫（
３
）

　

兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係

　

を
有
し
て
い
る
な
ど
の
要
件
を
満
た

　

し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番

　

が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

④
①
～
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等

　

内
の
親
族
（
甥
、
姪
な
ど
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

　

１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い

た
方
に
限
り
ま
す
。

■
請
求
期
限　

令
和
５
年
３
月
31
日

■
請
求
方
法

　

前
回
請
求
さ
れ
、
該
当
さ
れ
る
と
思

わ
れ
る
方
に
は
随
時
ご
案
内
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課　
（
内
線
２
１
３
１
）

案内 案内

身
体
障
害
者
な
ど
に
対
す
る
軽
自
動
車
税
の
減
免

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金

■令和元年と平成 30 年産の米食味検査結果

令和元年産の米 H30 年
産の米

検体数 80 点以上 割合 平均点 平均点

玄米 269 211 78.4％ 81.9 82.4

精米 44 41 93.1％ 84.9 86.4
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Information

　　　　 あづま温泉 桔梗館 だより
　日ごろより『あづま温泉 桔梗館』をご利用いただきありがとうございます。
イベント情報をお知らせします。
★４月のカラオケポイント２倍デー
　「コロナに負けるな」という思いを込めて『５

コ

・６
ロ

・
７

ナ

』のつく日です。
★土日祝日はお買い物感謝デー
　食事と売店のお買い物で 2500 円以上のお買い上げ
の方には無料入浴券を差し上げます。

★相気健康法（気功・足圧・ツボ刺激！）
　多くの方にご利用いただき、大変好評なマッサージ
です。１回の施術は約１時間。料金は 3,000 円です。
営業日については HP をご覧ください。
※４月の休館日は 21 日㈫です。ご注意ください。
■問い合わせ先　あづま温泉「桔梗館」（☎ 59-3533）

ロックな○○   　　　　　　集まれ！！もっと もっと
おらがまちづくりプロジェクト委員会

https://myrocktown.comマイロックタウン東吾妻

ロックな人 vol.8

　
「
自
分
も
楽
し
み
、
他
の

人
に
も
喜
び
を
与
え
ら
れ

る
。
大
切
な
人
生
を
、
こ
う

し
た
心
構
え
で
送
り
た
い
」

　

こ
の
言
葉
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
を
創
業
し
た
松
下
幸
之
助

さ
ん
の
言
葉
で
、
そ
ん
な
幸

之
助
さ
ん
を
敬
愛
し
て
い
る

の
が
、
吾
妻
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ

ブ
会
長
の
髙
𫞎
文
好
さ
ん

(

71)

で
す
。

　

事
の
始
ま
り
は
、
創
業
当

時
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
朝
日

に
勤
め
、
月
給
１
万
３
千
円

だ
っ
た
こ
ろ
。「
カ
ラ
オ
ケ
」

と
い
う
言
葉
が
な
か
っ
た
団

塊
の
世
代
。
会
社
の
盆
踊
り

の
音
響
係
を
務
め
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
11
万
円
の
音

響
機
器
を
購
入
し
て
し
ま
っ

た
と
い
う
の
で
す
。

　

あ
れ
か
ら
40
年
。
い
つ
の

間
に
か
、
自
宅
の
10
畳
の
２

部
屋
が
音
響
機
器
で
埋
め
尽

く
さ
れ
、
ス
ピ
ー
カ
ー
は
60

セ
ッ
ト
に
。
自
ら
主
宰
す
る

「
ふ
る
さ
と
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ

ブ
」
に
も
、
自
前
の
23
万
曲

入
り
の
機
器
を
置
い
て
い
ま

す
。
町
内
外
で
数
多
く
の
カ

ラ
オ
ケ
大
会
を
企
画
・
運
営

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

今
年
１
月
、
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た

「
カ
ラ
オ
ケ
忍
者
紅
白
歌
合

戦
」
で
は
、
音
響
な
ど
の
舞

台
裏
を
切
り
盛
り
し
て
い
ま

し
た
。

　
「
メ
ン
バ
ー
は
、
み
ん
な

年
上
。『
年
を
と
る
と
、
や

る
こ
と
が
な
い
』
を
減
ら
し

て
い
き
た
い
し
、
趣
味
で
貢

献
で
き
る
の
は
、
と
て
も
う

れ
し
い
。
人
生
で
、
今
が
一

番
充
実
し
て
い
る
ん
だ
よ

ね
」
と
屈
託
が
な
い
。

　

古
希
を
過
ぎ
て
も
、「
ま

だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
先
輩
や
仲
間
か

ら
教
わ
る
の
で
、
不
安
も
心

配
も
な
い
。
そ
し
て
、
何
事

も
『
努
力
』
で
す
。
こ
れ
も

松
下
幸
之
助
さ
ん
の
教
え
で

す
よ
」

　

若
い
人
た
ち
へ
の
応
援
歌

に
聞
こ
え
ま
す
。

【
取
材
者
：
Ｏ
】

 「
趣
味
（
カ
ラ
オ
ケ
）
で
貢
献
　
人
生
充
実
」

　
髙
𫞎
　
文
好
　
さ
ん
（
岩
島
）

　ほかにも、町の情報を発

信してくださるライターや

記者、特派員も募集中。

■問い合わせ先
　企画課　定住促進係

　（ 内線 2233 担当  町田 隆）
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町からのお知らせ

駅からハイキング
　国指定史跡に登録された「岩
櫃城跡」を巡るハイキングコー
スでイベントが行われます。
■開催期日　令和２年４月 12 日㈰、
　　　　　　　　　　５月３日㈰、24 日㈰
■受付時間　９時 30 分～ 12 時
■受付場所　群馬原町駅舎内　（一社）町観光協会
■問い合わせ先　まちづくり推進課（ 内線 2243）

群馬デスティネーションキャンペーン事業

群馬デスティネーションキャンペーン

アフターキャンペーン 2021.4.1▶6.30

2020.4.1▶6.30

自転車型トロッコ

5/2土

令和２年

概　要
受付場所：吾妻峡周辺
　　　　　　地域振興センター
　　　　　（旧松谷集会所 )
運休日：第２・４水曜日
料　金：渓谷コース 2000 円　　　　　
　　　　田園コース 1000 円
※ともにトロッコ１台あたりの料金で２
　人１組での乗車となります。
　なお、補助椅子を利用することで１車
　両あたり３名まで乗車が可能です。補
　助椅子は数に限りがあるため、予約時
　に伝えてください。

■問い合わせ先　まちづくり推進課
　　　　　　　　地域振興係（内線：2241）



Information

令和元年度　入札結果

事　　　　　業　　　　　名 場　所 落札業者 落札金額 役場担当課

災害復旧事業　泉沢①地区　災害復旧工事 泉　沢 ㈲一場工務店 1,220,000 円 農林課

町道岩下・三島線　道路災害復旧工事 岩　下 富沢設備㈱ 9,750,000 円 建設課

町道 4082 号線　道路災害復旧工事 三　島 ㈲吉田建設 5,350,000 円 建設課

町道 2260 号線（榛名自然教育林上）
道路災害復旧工事 川　戸 南波建設㈱ 9,800,000 円 建設課

国道 145 号電線共同溝事業に伴う
上水道配水本管布設替工事（第１工区） 原　町 宮﨑工務店㈱ 12,800,000 円 上下水道課

国道 145 号電線共同溝事業に伴う
上水道配水本管布設替工事（第２工区） 原　町 宮﨑工務店㈱ 8,950,000 円 上下水道課

吾妻浄化センター　汚泥脱水機改修工事 原　町 ㈱吾妻水質管理センター 12,700,000 円 上下水道課

旧岩島保育所トイレ洋式化改修工事 岩　下 ㈲吉田建設 2,150,000 円 学校教育課

災害復旧事業　泉沢②地区　災害復旧工事 泉　沢 寺嶋開発㈱ 2,300,000 円 農林課

■問い合わせ先　各担当課まで

（２月 20 日、３月２日執行）

ス ポ ー ツ 結 果 敬称略　

■開催日　令和２年２月９日㈰
■会　場　太田小学校体育館
■結　果

【団体の部】　
優　勝…岩井　準優勝…植栗
３　位…小泉　４　位…泉沢

【個人戦男子の部】
優　勝…町田　裕介　準優勝…塩谷　智伸
３　位…本多　敦　

【個人戦女子の部】
優　勝…髙橋南々子　準優勝…髙橋　凜
３　位…町田　道代　

◆第 42 回太田地区卓球大会
◆おすすめの一冊

『人は、なぜ他人を許せないのか？』… 中野　信子　著
　炎上、不謹慎狩り、不倫叩き、ハラスメント…。世
の中に渦巻く「許せない」感情の暴走は、脳の構造が

引き起こしていた。「人を許せない」
という感情がどのように生まれるの
か、その発露の仕組みを脳科学の観点
から解き明かしていきます。許せない
と思う感情を知ることによって、他者
を理解し心穏やかに生きるヒントが書
かれた一冊です。

中央公民館　図書情報

■問い合わせ先　中央公民館（☎ 68-2412）



町からのお知らせ

父
在
り
し
頃
に
お
も
へ
ど
病
む
父
に

つ
ひ
に
聞
け
ざ
り
し
内
地
体
験藤

原　

公
子

黄
の
服
に
交
通
安
全
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

量
販
店
に
て
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
る

綿
貫　

初
美

咲
き
盛
る
薄
紅
色
の
シ
ク
ラ
メ
ン

一
夜
の
凍
み
に
花
の
み
萎
れ
る橋

爪　

治
子

庭
先
の
福
寿
草
の
花
金
色
に

春
の
日
反
し
咲
き
揃
ひ
た
り

石
田
由
美
子

鬼
は
外
一
人
で
あ
っ
て
も
声
高
く

亡
き
夫
後
押
す
節
分
の
庭
に

関
本　

こ
う

春
め
き
て
寄
せ
植
ゑ
の
鉢
の
葉

牡
丹
の
葉
先
の
紅
色
鮮
や
か
な
り
き

高
橋　

春
江

「
た
だ
い
ま
」
と
い
ふ

　

聞
こ
ゆ
る
は
ず
な
き
声
を
待
ち

　
　

眠
れ
ぬ
真
夜
に
逝
き
し
息
思
ふ

斉
藤
由
喜
子

孫
の
高
校
受
験
に
何
も
出
来
得
ぬ
吾
な
れ
ば

せ
め
て
勤
め
む
娘
の
聞
き
役
を石

田
千
嘉
子

仏
の
座
、
犬
ふ
ぐ
り
の
花
愛
し
く
も

荒
草
な
れ
ば
と
畑
に
引
き
を
り猪

野　

房
江

節
分
に
高
き
声
な
く
静
ま
り
て

福
な
る
夫
は
炬
燵
の
番
す
る

大
前
つ
る
枝

薄
紅
の
寒
梅
の
花
ち
ら
ほ
ら
と

俄
に
湧
き
立
つ
朝
霧
の
な
か

田
村
マ
リ
子

暖
冬
の
庭
の
を
ち
こ
ち
に
水
仙
は

蕾
見
せ
を
り
常
よ
り
早
く

大
塚　

綾
子

青
空
に
河
津
桜
の
花
紅
く

春
風
受
け
て
ゆ
っ
た
り
ゆ
れ
る篠

原
美
佐
江

・
霜
焼
け
の
指
も
て
あ
ま
す
靴
の
中

・
遠
く
よ
り
昼
の
サ
イ
レ
ン
犬
ふ
ぐ
り

荻
原　

富
江

・
湘
南
の
海
を
見
お
ろ
し
初
観
音

・
鳥
追
や
闇
夜
に
ひ
び
く
太
鼓
の
音

篠
原　

敏
子

・
視
線
あ
ふ
母
の
遺
影
や
日
脚
伸
ぶ

・
小
春
日
や
ダ
ム
見
学
の
賑
は
へ
り

竹
内　

芳
子

・
掃
除
機
に
吸
ひ
込
ま
れ
ゆ
く
鬼
の
豆

・
合
格
の
社
殿
に
お
礼
の
千
羽
鶴

西
山
三
重
子

　

東
吾
妻
剣
道
教
室
で
は
、
剣
道
動
作

の
基
礎
基
本
を
軸
に
、
礼
儀
作
法
を
大

切
に
指
導
し
て
い
ま
す
。
指
導
者
は
、

剣
道
７
段
の
先
生
を
筆
頭
に
数
名
の
先

生
が
無
償
で
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
小
学
生
は
７
級
か
ら
級
が
あ
り
、

６
年
生
ま
で
に
１
級
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
。
中
学
生
は
初
段
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
稽
古
日　

毎
週
木
曜
日

■
時
間　

19
時
30
分
～
21
時

■
場
所　

東
吾
妻
中
学
校
体
育
館

■
会
費　

２
千
円
／
年
間
（
保
険
代
等
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

赤
澤

　
（
☎
０
８
０
・
５
４
７
０
・
４
７
５
７
）

投
稿　

短
歌　

～
谺
短
歌
会
～

投
稿　

俳
句　

～
麻
の
実
俳
句
会
～

投
稿　

水
仙
と
ツ
ツ
ジ

　
　
　
　
　

色
あ
ざ
や
か
に

～
甘
酒
原
花
の
会
～

投
稿　

剣
士
を
募
集
中　

～
東
吾
妻
剣
道
教
室
～

投
稿　

短
歌　

　

～
あ
づ
ま
野
い
ち
ご
短
歌
会
～

と
り
ど
り
に
庭
に
摘
み
こ
し
手
向
け
花

水
掛
け
観
音
ほ
の
か
に
温
し

荻
原　

富
江

桃
色
と
白
綯
ひ
交
ぜ
に
西
王
母
の

椿
咲
き
た
り
触
れ
つ
つ
数
ふ

菅
谷
千
恵
子

胸
ひ
ろ
げ
ハ
ー
ト
形
土
偶
の
深
呼
吸

ふ
る
さ
と
群
馬
の
秋
び
よ
り
の
中

明　

日　

香

広
縁
に
布
団
・
掻
巻
広
げ
干
し

今
宵
の
ね
む
り
小
春
日
ま
と
ふ東　

曙　

美

一
つ
字
を
何
十
回
も
調
べ
み
る

辞
書
は
ぼ
ろ
ぼ
ろ
わ
れ
も
ぼ
ろ
ぼ
ろ

青
木　

ソ
メ

　

甘
酒
原
高
原
遊ゆ
ー
か
り

花
里
自
然
園
で
は
、

４
月
下
旬
か
ら
５

月
上
旬
に
か
け
て

水
仙
と
ツ
ツ
ジ
が

見
頃
を
迎
え
ま

す
。
次
の
日
程
で
、

花
苗
販
売
等
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

令
和
２
年
４
月
26
日
㈰

　
　
　
　

９
時
～
16
時

■
場
所　

遊
花
里
自
然
園
（
本
宿
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

甘
酒
原
花
の
会　

会
長 

高
橋
秀
夫

　
（
☎
０
９
０
・
２
５
４
７
・
０
３
１
８
）
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新：新規採用　再：再任用　公：公仕　保：保健師　栄：栄養士　社：社会福祉士　自：自動車運転手
看：看護師　健：健康増進指導員　派：派遣　吾：吾妻広域　観：観光協会　社協：社会福祉協議会

係　長 主　任 係　員　ほか

吉田純也、町田尚久、根津俊明、
一場達也、日野辰彦、寺嶋龍司、
武藤　学（吾・派）

小林真之、剣持亮佳、青木隆嘉、篠原有紀（新）、
綿貫大雅（新）、田中えみ（公）、西村百代（公・再）

大塚徹也 三枝律子（再）

水出智也、福原郁馬、野口敦史（新）

小山日出映 浅見梅雄（観・派・再） 佐藤悟道、桑原和生、新保来季、髙橋優芽

橋爪　治
髙橋晶子、
丸山和政（社協・派・再） 日野　駿、高橋朋也（新）

田村　徹、唐澤利恵、
菊地　薫（栄）

唐澤　彩、小林みゆき（保）、富塚和香奈（保）、
髙田　萌（保）、高橋いづみ（保・再）

小池　歩（保）、小池隼人（社）

都所宏一 丸橋祐太、高橋あゆ美、
野﨑勝博 山﨑拓人、小林恵太

竹内亜希子（看）、霞美佐江（看）

荻原匡人 武藤典子、里見聡一郎、野口穂高、須田泰友、
富澤達也

吉田和広 丸橋有悟、武藤大輔、
湯本亮一、田村朋大 大塚安由美、小石　拓、青木功樹、藤枝将人（新）

小林路尚 青木徳仁、飯塚卓也
荒木貴充、佐藤祐介、宮﨑慶治、田中恵太、加藤雅也、
飯塚敏彰、茂木秀兵、田中竜二（自）、中井茂樹（自・再）

富澤哲也 小林和樹 猪野拓郎、髙𣘺啓太、堀澤龍之介、加部央仁

西巻雅子 山﨑聡美

西澤智明 腰塚丈弘、角谷俊一 中林幸大、冨澤郁未
給食主任：加辺晴子、加部よしえ　給食調理員：一場伸明、佐藤文子、小池恵子
調理員：小池恵子（再）、竹渕厚子（再）、武井禎子（再）

片貝　敏（公・再）

小池昌代（公）

教諭：吉澤麻美、小林裕美、髙𣘺由依
教諭：黒岩かおり、寺嶋尚子、

竹渕絵美 教諭：一場宏美、小林　心

教諭：後藤聡子、町田栄子 教諭：田村　翔、小池珠依、田口沙耶、塚田　圭

教諭：金井由美子 教諭：中澤めぐみ、小山あい、冨澤将真

教諭：村田いづみ 教諭：黒岩恵理、町田奈々美（新）
保育士：田村佐代、加藤瑞江（再）
調理員：片貝弘幸（再）

保育士：阿部奈美、篠原真由美、
青木鮎美 保育士：小沢梨絵、水出美由紀、関さおり

朝比奈聖 吉田智哉 角田友紀、富澤政美（新）

高橋雄大、剱持幸一（健）

松井秀之（再）

荻原佐登子 橋爪克敏（再）

中島啓希

田中康夫（再）

竹渕剛士
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▶町　長　中澤　恒喜　　▶副町長　渡辺　三司　▶教育長　小林　靖能

※赤字：異動した者

組織名　および　課長（所属長） 次　長 補　佐

総　務　課 水出智明 水出　悟 藤岡　剛

東　支　所 宮崎　尚

企　画　課 関　和夫 青木秀美、玉橋 晃 蜂須賀徹、町田　隆

まちづくり推進課 武井幸二 角田良信 片野顕弥

保健福祉課 加藤俊夫 小池さつき 荒木聡子、小林　稔

保健センター 永村達之
長沼千恵子（保）、
藤岡由美（保）、
野山しのぶ（保）

地域包括支援センター 田中春美（保）

町　民　課 片貝将美 岡田　純 髙橋智恵子、青木美保、
割田千恵子、日野宗孝

国保診療所 堀口　英

税　務　課 谷　直樹 西山孝弘 一場春美、代田　聡、
田中　博

農　林　課 飯塚順一 白石彰久 小池未來人、
水出正樹

建　設　課 福原治彦 寺嶋正春、
伊澤文邦 加部貴宏

上下水道課 髙橋　篤 寺嶋宮野、茂木 努 小池和良、佐藤秀行

会　計　課 一場正貴 角田光代

学校教育課 堀込恒弘 酒井文彰 寺嶋德郎、片貝　修

給食センター 石田洋武

東吾妻中学校

原町小学校

あづまこども園 教諭：金子千鶴

おおたこども園

はらまちこども園

いわしまこども園

さかうえこども園

あづま保育所 保育士：加辺明美

はらまち保育所 保育士：高橋千恵子

社会教育課 丸橋　昇 茂木夕子、茂木善知

町民体育館 剱持　晋

中央公民館 田中早苗

太田公民館 加辺直美

岩島公民館

坂上公民館

議会事務局 水出　淳 佐藤功樹

農業委員会事務局 佐藤智義

　町では、４月１日付けで、
人事異動を行いました。４
月１日時点の職員配置と退
職者を次のとおりお知らせ
します。

※会計年度任用職員は記載
　していません。

■問い合わせ先
　総務課　人事給与係
　（ 内線 2221）

令和２年３月 31 日現在
【退職者】
総務課 課長　　　茂木　聡
建設課 課長　　　桑原正明
会計課 課長　　　田中康夫
保健福祉課 次長 （保健師）

高橋いづみ
学校教育課
　補佐（栄養士）・あづま保育所

割田仁子
　給食主任・給食センター

竹渕厚子
　給食主任・給食センター

武井禎子
　調理員・あづま保育所

片貝弘幸
【再任用・任期満了】
学校教育課
　保育士・あづま保育所

中井早苗

職 員
配 置

令和２年度

職
置
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この広報紙は再生紙を使用しています。
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　４月分の納期限は４月 30 日ですまちの人口
～令和２年 3 月１日現在～

	 ●男	 6,623 人

	 前月比	 （－ 8 人）

	 ●女	 6,890 人

	 前月比	 （－ 7 人）

	 ●人口	 13,513 人

	 前月比	 （－ 15 人）

	 ●世帯数	 5,627 世帯

	 前月比	 （＋１世帯）

口座振替をご利用の方は口座預貯
金残高を確認しておいてください

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

住民税 ※ ○ ○ ○ ○ ※
固定資産税 ○ ○ ○ ○
国民健康保険税 ※ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
軽自動車税 ○
介護保険料 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
水道料等 ( 上水道・下水道 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道料等 ( 簡易水道・下水道 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○
合併処理浄化槽使用料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町営住宅使用料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ケーブルテレビ使用料 ( 東地区 ) ○ ○ ○
後期高齢者医療保険料 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

※は条件によっては徴収と
なる場合があります。

水道料金等の口座振替をおすすめしています！
　水道料金等の口座振替は、水道料金・下水道等使用料が指定の金融機関から自動
的に支払われるサービスです。口座振替の場合、支払窓口に出向いて支払う必要が
なく、支払い忘れを防ぐことができます。一度手続きをすることで継続して利用す
ることができますので、ぜひご利用ください。

■口座振替の新規・変更の手続き
【取り扱い金融機関】群馬銀行・東和銀行・北群馬信用金庫・

ぐんまみらい信用組合・中央労働金庫・
あがつま農業協同組合・ゆうちょ銀行

【手続き方法】　預金通帳・通帳の届出印を持参のうえ、取り
　　　　　　　扱い金融機関で行ってください。

上
下
水
道
課
・
会
計
課
に
あ
る
よ
！

申
請
用
紙
は
町
内
金
融
機
関
ま
た
は
、

申請受付日 口座振替変更月

１～ 20 日 翌月納期分から

21 日以降 翌々月納期分から

■問い合わせ先
　上下水道課（☎ 76-4010）　

おすすめ健康料理レシピ　　

フルーツヨーグルト

材料 （４人分）
キウイ………………… 100g

バナナ…………………… 1 本

りんご…………………  小１個

プレーンヨーグルト… 150g

栄 養 価
（ 1 人 分 ）

エネルギー … 72kcal
たんぱく質 … 1.9 ｇ
塩分 …  0 ｇ

つ く り か た
①　果物は食べやすい大きさに切ります。

②　器に果物を盛り、ヨーグルトをかけて完成です。

☆　果物を入れることによって、プレーンヨーグルトで

　　もしっかりと甘みを感じることができます。

169

発酵食品から得られる６つの要素

１. 免疫力の向上　２. 整腸効果

３. 疲労回復効果　４. アンチエイジング

５. ダイエット効果　6. 血圧・糖尿病予防

腸活でウイルスを吹き飛ばそう !!
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